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Ａ
Ｉ
に
頼
る
こ
と
な
く

会 

長

　能  

村  

研  

三

　新
年
を
迎
え
、
お
屠
蘇
気
分
も
覚
め
や
ら
な
い
う
ち
に

起
き
た
能
登
半
島
地
震
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
域
の
皆

様
の
安
全
確
保
と
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
辰
年
。
龍
の
年
と
し
て
知
ら
れ
、
力
強

い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
幸
運
を
呼
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍

が
水
や
雲
、
翼
を
得
る
よ
う
に
、
持
て
る
力
を
発
揮
し
て

飛
躍
す
る
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放
さ
れ
、
私
た
ち
の
文
化
活
動
も
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
以
前
の
か
た
ち
に
戻
っ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

　と
こ
ろ
で
最
近
に
わ
か
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

ど
生
成
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
作
品

を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
な
時
代
と
な
っ
た
こ
と
で
す
が
、

せ
め
て
私
た
ち
は
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
に
頼
る
こ
と
な
く
私
た

ち
の
自
己
表
現
の
場
と
し
て
俳
句
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍

を
越
え
普
段
の
日
常
活
動
が
取
り
戻
せ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
昨
年
二
月
に
は
、
千
葉
県
青
葉
の
森
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
「
み
ん
な
で
能
舞
台
に
触
れ
るw

eek

」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
俳
句
短
冊
展

　早
春
賦
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
短
冊
展
も
今
回
で
三
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
九
月
に
は
千
葉
県
民
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
そ
ご

う
千
葉
店
地
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
色
紙
短
冊
展
が

開
催
さ
れ
、
句
に
合
わ
せ
た
写
真
も
展
示
さ
れ
多
く
の
方

に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　ま
た
、
五
月
二
十
一
日
に
は
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
時
に
「
千
葉
県
俳
句
大
賞
」

並
び
に
「
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
」
の
贈
賞
式
、
新
緑

交
流
俳
句
会
も
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　九
月
に
は
恒
例
の
吟
行
会
は
流
山
で
さ
れ
ま
し
た
が
、

流
山
は
二
度
目
の
開
催
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
十
月
に
は
、
第
65
回
千
葉
県
俳
句
大
会
が
例
年

開
催
の
千
葉
県
文
化
会
館
が
改
装
工
事
の
た
め
、
青
葉
の

森
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
当
日
は
土
肥
あ
き
子
さ
ん
の
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
大
会
へ
の
投
句
者
は
昨
年
よ
り

倍
増
し
て
活
気
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
も
53
年
目
に
な
り
ま
す
。

65
回
目
と
な
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
年
も
昨
年
に

も
増
し
て
充
実
し
た
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

巻
頭
言
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　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
千
葉
県
内
に
居
住
す
る
作
家
が
、
毎
年
十
二
月
一
日
よ

り
翌
年
の
十
一
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
を
対
象
に
「
千
葉
県
俳
句
大
賞
」
を
設

定
し
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
作
品
は
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
ま
た
当
協
会
に
加
盟
の

有
無
も
問
わ
ず
、
選
考
事
務
局
に
送
付
さ
れ
た
全
句
集
が
対
象
で
あ
る
。

　本
年
は
八
句
集
の
応
募
が
あ
っ
た
。
各
作
家
に
よ
る
各
自
の
句
集
よ
り
、
自
選
二
十

句
を
選
者
六
人
に
前
も
っ
て
配
布
、
検
討
を
依
頼
し
た
。

　選
考
会
は
昨
年
十
二
月
十
六
日
、
理
事
会
の
後
、
午
後
三
時
よ
り
ホ
テ
ル
「
プ
ラ
ザ

菜
の
花
」
に
於
い
て
開
催
し
た
。
能
村
研
三
、
増
成
栗
人
、
秋
尾
敏
、
北
川
昭
久
、
石

井
紀
美
子
、
村
上
喜
代
子
で
あ
る
。

　選
考
委
員
は
各
句
集
の
自
選
二
十
句
を
も
と
に
前
も
っ
て
検
討
、
そ
れ
を
も
と
に
当

日
六
人
が
真
剣
な
討
議
を
交
わ
し
、
左
記
の
と
お
り
本
年
度
の
受
賞
句
集
が
決
定
し
た
。

な
お
準
賞
は
該
当
無
し
と
な
っ
た
。

　大
賞
の
清
水
伶
氏
は
「
遊
牧
」
代
表
。
林
昭
太
郎
氏
は
「
沖
」
同
人
。
選
考
会
に
お

い
て
は
一
冊
一
冊
の
句
集
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
、
熱
の
籠
っ
た
討
議
が
な
さ

れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

◎
第
九
回

　千
葉
県
俳
句
大
賞

　
　
　
　
　
　句
集
『
素
描
』

　
　
　清

　水

　
　
　伶

　
　
　
　
　
　
　
　本
阿
弥
書
店

　（
二
〇
二
三
年

　刊
行
）

　
　
　
　
　
　同

　俳
句
大
賞

　
　
　
　
　
　句
集
『
花
曇
』

　
　
　林

　昭

　太

　郎

　
　
　
　
　
　
　
　ふ
ら
ん
す
堂

　（
二
〇
二
三
年

　刊
行
）

　
　
　
　
　
　同

　奨
励
賞

　
　
　
　
　
　句
集
『
母
情
』

　
　
　椎

　名

　鳳

　人

　
　
　
　
　
　
　
　現
代
俳
句
協
会
（
二
〇
二
三
年

　刊
行
）

　選
考
委
員
は
俳
人
協
会
・
現
代
俳
句
協
会
・
伝
統
俳
句
協
会
の
三
団
体
で
当
協
会
所

属
の
作
家
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
討
議
の
場
で
あ
る
。
さ
ら

に
広
く
県
内
の
俳
人
の
功
績
を
顕
彰
し
て
ゆ
き
た
く
、
来
期
も
奮
っ
て
の
皆
様
の
応
募

を
期
待
し
て
い
る
。（
村
上
喜
代
子
）

◇◇

俳 句 大 賞 選 考 会

　選 

考 

委 

員

能

　村

　研

　三

増

　成

　栗

　人

秋

　尾

　
　
　敏

北

　川

　昭

　久

石

　井

　紀
美
子

村

　上

　喜
代
子
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ぼ
う
た
ん
の
狐
雨
な
ら
母
の
景

深

爪

の

男

あ

つ

ま

る

桃

の

花

人
麻
呂
も
虫
麻
呂
も
居
て
花
の
闇

緑
夜
な
り
孔
雀
啼
く
ま
で
は
さ
す
ら
い

オ
ル
ガ
ン
を
踏
ん
で
白
鳥
座
の
汀

告
白
も
懺
悔
も
あ
り
て
寒
つ
ば
き

バ
ッ
ハ
と
云
い
ブ
ゾ
ー
ニ
と
い
い
牡
丹
に
芽

鍵
盤
に
フ
ー
ガ
の
も
つ
れ
蝶
の
昼

一
滴
の
海
の
し
ず
く
の
瑠
璃
蜥
蜴

鶏
頭
を
素
描
に
す
れ
ば
荒
野
な
り

白
鳥
の
頸
の
辺
り
が
デ
カ
ダ
ン
ス

さ
く
ら
し
べ
ふ
る
瞑
目
も
復
活
も

く
ち
び
る
に
微
か
な
水
位
草
蜉
蝣

夕
ひ
ぐ
ら
し
魂
函
い
く
つ
開
け
放
ち

濫
読
の
さ
び
し
さ
青
鷺
と
吹
か
れ

い
も
う
と
の
小
舟
を
さ
が
す
花
の
谿

耳
た
ぶ
を
孤
舟
と
お
も
う
春
驟
雨

蜻
蛉
生
る
風
こ
と
ご
と
く
父
の
私
語

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
腕か
い
な

さ
び
し
き
枇
杷
熟
る
る

花
文
字
の
聖
書
ひ
ら
け
ば
白
夜
か
な

句
集
『
素
描
』

清

　水

　
　
　伶

　
　自
選
二
十
句

市
原
市
在
住
。
平
成
三
十
年「
朝
」入
会
、岡
本
眸
主
宰
に
師
事
。
平
成
九
年「
朝
」退
会
。「
海

程
」
入
会
、
金
子
兜
太
主
宰
に
師
事
。
平
成
十
一
年
同
人
誌
「
遊
牧
」
に
入
会
、
現
在
に

至
る
。平
成
二
十
三
年「
海
程
」退
会
。第
七
十
三
回
現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞
。句
集 

『
指
銃
』、

『
星
狩
』。「
遊
牧
」
代
表
、
現
代
俳
句
協
会
会
員
、
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
幹
事
、
千
葉
県

俳
句
作
家
協
会
会
員
、
千
葉
日
報
・
日
報
俳
壇
選
者
。
昭
和
二
十
三
年
岡
山
県
生
ま
れ
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指
置
け
ば
く
も
る
鍵
盤
春
の
雪

ふ
ら
こ
こ
の
子
を
空
へ
や
る
手
の
加
減

ハ
モ
ニ
カ
を
吸
へ
ば
ラ
の
音
蝶
生
ま
る

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ぱ
ふ
ん
と
終
る
春
の
昼

囀
の
真
ん
中
に
引
く
プ
ル
ト
ッ
プ

包

帯

の

中

の

脈

拍

新

樹

の

夜

俎
板
を
は
し
る
熱
湯
け
ふ
立
夏

夜
の
雲
と
な
り
て
峰
雲
な
ほ
育
つ

塩
壺
の
塩
の
つ
め
た
き
大
暑
か
な

夏
帽
子
大
き
く
振
れ
ば
対
岸
も

新
涼
の
キ
リ
ト
リ
線
に
鋏
の
絵

ま
だ
海
に
火
照
り
の
残
る
星
祭

つ
ぶ
や
き
を
か
た
ち
に
す
れ
ば
吾
亦
紅

火
の
中
へ
火
を
滴
ら
せ
秋
刀
魚
焼
く

助
手
席
を
飛
び
出
て
狩
の
犬
と
な
る

俎
板
の
あ
ま
た
の
傷
を
干
し
て
冬

湯
気
立
て
て
湯
気
の
な
か
行
く
冬
の
川

凩
や
抜
け
落
ち
て
ゐ
る
煮
干
の
目

二
陣
来
て
白
鳥
の
湖
う
ご
き
だ
す

ま
ば
た
き
は
瞬
の
黙
祷
冬
銀
河

句
集
『
花
曇
』

林

　昭

　太

　郎

　
　自
選
二
十
句

佐
倉
市
在
住
。
平
成
二
十
五
年
、「
沖
」
珊
瑚
賞
受
賞
。
平
成
二
十
七
年
、
沖
俳
句
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
一
位
。
句
集
『
あ
ま
ね
く
』。「
沖
」
同
人
。
俳
人
協
会
会
員
。
昭
和

十
六
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
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母
情
の
荷
縄
ぶ
つ
ぶ
つ
切
っ
て
風
光
る

我

が

死

角

正

面

に

あ

り

初

鏡

風
花
舞
う
詩
に
翼
の
あ
る
よ
う
に

空
蟬
の
爪
の
力
を
抜
い
て
や
る

こ
の
坂
の
上
に
坂
あ
り
野
分
雲

地
の
底
も
良
夜
な
る
べ
し
樹
木
葬

白

鳥

は

風

の

原

型

遠

干

潟

霧
を
ゆ
く
洗
脳
さ
れ
て
い
る
如
く

山

脈

に

理

系

文

系

今

朝

の

秋

死
火
山
で
引
き
抜
く
葱
の
茎
青
し

馬
の
目
の
淋
し
い
と
き
は
桜
散
る

失
く
し
た
る
指
の
先
ま
で
あ
た
た
か
し

人
許
す
よ
う
に
蜆
を
水
に
浸
す

真
っ
白
き
ハ
ン
カ
チ
関
西
弁
の
出
る

白
銀
の
野
に
出
て
鶴
の
首
落
と
す

氷

点

の

水

に

漲

る

力

か

な

月
の
海
へ
き
ら
き
ら
と
母
老
い
て
ゆ
く

消
え
て
ゆ
く
村
が
ふ
る
さ
と
初
燕

均
衡
し
て
止
ま
る
天
秤
寒
の
入

全

景

が

浄

土

郷

な

り

蟬

時

雨

句
集
『
母
情
』

椎

　名

　鳳

　人

　
　自
選
二
十
句

野
田
市
在
住
。
昭
和
四
十
八
年
、「
雲
」
新
人
賞
受
賞
。
平
成
十
四
年
、
雑
草
賞
受
賞
。

「
雑
草
」
特
別
同
人
、
現
代
俳
句
協
会
会
員
、
全
国
俳
誌
協
会
会
員
、
千
葉
県
俳
句
作

家
協
会
会
員
、
野
田
俳
句
連
盟
副
会
長
・
幹
事
長
。
昭
和
十
八
年
茨
城
県
生
ま
れ
。
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　大
賞
句
集
﹃
素
描
﹄
選
評秋

　尾
　
　
　敏

　清
水
伶
氏
の
『
素
描
』
は
、
豊
か
な
叙
情
を
現
代
俳
句

の
自
由
な
枠
組
み
の
中
で
詩
情
豊
か
に
展
開
し
て
お
り
、

過
去
に
句
集
『
星
狩
』
に
よ
る
千
葉
県
俳
句
大
賞
準
賞
の

受
賞
は
あ
る
が
、
今
回
、
あ
ら
た
め
て
千
葉
県
俳
句
大
賞

の
受
賞
と
な
っ
た
。
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
林
昭
太
郎
氏

の
句
集
『
花
曇
』
と
同
点
の
評
価
と
な
り
、
一
位
に
推
す

声
も
同
数
に
分
か
れ
た
た
め
、
協
議
の
結
果
、
二
人
の
同

時
受
賞
と
決
ま
っ
た
。
句
集
中
の
佳
句
と
し
て
は
︿
朧
夜

の
遠
き
情
死
に
と
り
ま
か
れ
﹀︿
瞬
き
の
こ
ぼ
れ
や
す
く
て

蝶
の
昼
﹀︿
ほ
う
た
る
の
闇
の
う
し
ろ
の
赤
ん
坊
﹀︿
人
ら

み
な
踵
失
く
し
て
か
い
や
ぐ
ら
﹀︿
い
も
う
と
の
靴
を
さ
が

し
に
虹
の
裏
﹀︿
く
ち
び
る
を
岬
と
思
う
冬
の
雷
﹀︿
昼
寝

覚
死
海
の
ほ
と
り
か
ら
戻
る
﹀︿
白
桃
に
指
溺
れ
た
り
草
田

男
忌
﹀︿
白
鷺
の
一
夜
劇
な
ら
く
れ
な
い
に
﹀︿
花
文
字
の

聖
書
ひ
ら
け
ば
白
夜
か
な
﹀
等
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

氏
は
昭
和
二
十
三
年
、岡
山
県
生
ま
れ
。「
朝
」「
海
程
」「
遊

牧
」
同
人
を
経
て
「
遊
牧
」
代
表
。
現
代
俳
句
協
会
・
千

葉
県
俳
句
作
家
協
会
会
員
。「
千
葉
日
報
」
紙
俳
壇
選
者
と

し
て
千
葉
県
俳
壇
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　大
賞
句
集
﹃
花
曇
﹄
選
評能

　村
　研
　三

　『
花
曇
』
は
林
昭
太
郎
さ
ん
の
『
あ
ま
ね
く
』
に
続
く
第

二
句
集
。
令
和
四
年
ま
で
の
十
二
年
間
の
作
品
三
一
〇
句

を
収
め
て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
に
三
十
代
で
「
沖
」
に

入
会
、「
沖
」
の
若
手
作
家
と
し
て
能
村
登
四
郎
の
薫
陶

を
受
け
た
が
、
仕
事
で
二
十
年
ほ
ど
作
句
を
中
断
、
平
成

十
六
年
に
「
沖
」
に
復
帰
さ
れ
、現
在
「
沖
」
蒼
茫
集
同
人
。

タ
イ
ト
ル
の
「
花
曇
」
は
、
高
齢
の
私
に
は
い
さ
さ
か
華

や
か
過
ぎ
る
と
思
う
と
述
べ
て
い
る
が
、︿
水
飴
の
気
泡
う

ご
か
ず
花
曇
﹀か
ら
句
集
名
を
と
っ
た
。「
モ
ノ
に
語
ら
せ
、

目
に
見
え
る
俳
句
を
」
が
林
さ
ん
の
作
句
信
条
。

　虫
の
音
を
小
さ
く
分
け
て
分
譲
地

　パ
レ
ッ
ト
に
春
待
つ
指
を
通
し
け
り

　悪
友
の
悪
友
は
吾
ゐ
の
こ
づ
ち

　山
茶
花
の
盛
り
山
茶
花
散
る
さ
か
り

な
ど
、
リ
フ
レ
イ
ン
を
巧
み
に
使
っ
た
句
も
あ
り
、
常
に

心
の
眼
を
見
開
い
て
作
ら
れ
た
句
集
で
、
季
語
と
素
材
と

の
絶
妙
な
取
り
合
わ
せ
は
見
事
で
あ
る
。

　奨
励
賞
句
集
﹃
母
情
﹄
選
評秋

　尾
　
　
　敏

　椎
名
鳳
人
氏
の
句
集
『
母
情
』
は
、
仕
事
や
生
活
の
中

で
培
わ
れ
た
詩
情
が
生
き
生
き
と
し
た
韻
律
を
生
み
、
生

き
る
力
と
し
て
の
俳
句
が
記
さ
れ
た
句
集
で
あ
る
。
若
き

日
に
負
っ
た
身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
俳
句
に

よ
っ
て
克
服
し
て
き
た
過
程
に
深
い
文
学
的
な
感
動
を
覚

え
る
。
そ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

句
集
中
の
佳
句
と
し
て
、︿
我
が
死
角
正
面
に
あ
り
初
鏡
﹀

︿
失
し
た
る
指
の
先
ま
で
あ
た
た
か
し
﹀︿
地
の
底
も
良
夜

な
る
べ
し
樹
木
葬
﹀︿
真
っ
す
ぐ
に
尖
る
鉛
筆
原
爆
忌
﹀︿
ど

ん
ぐ
り
の
一
つ
ひ
と
つ
が
わ
ら
べ
歌
﹀︿
裸
木
に
星
の
集
ま

る
誕
生
日
﹀︿
恐
る
べ
き
自
由
の
疲
れ
花
曇
﹀︿
賀
状
来
る

龍
の
目
玉
を
白
抜
き
に
﹀︿
一
本
の
枯
葦
と
し
て
酒
を
断

つ
﹀︿
花
野
夕
焼
吾
一
坪
の
墓
地
得
た
り
﹀︿
玉
葱
を
剝
く

新
刊
の
匂
い
か
な
﹀
等
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
氏
は

昭
和
十
八
年
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会

社
の
職
場
句
会
で
句
作
を
始
め
、「
雲
」（
佐
々
木
有
風
主

宰
）
を
経
て
「
雑
草
」（
佐
藤
雀
仙
人
・
実
籾
繁
主
宰
）
同
人
。

現
代
俳
句
協
会
・
全
国
俳
誌
協
会
・
千
葉
県
俳
句
作
家
協

会
会
員
。
野
田
俳
句
連
盟
副
会
長
・
幹
事
長
。
雲
新
人
賞
、

雑
草
賞
受
賞
。

第
九
回

第
九
回 

千
葉
県
俳
句
大
賞
選
評

千
葉
県
俳
句
大
賞
選
評
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大
　
　賞

清
　水
　
　
　伶

　今
回
、
思
い
が
け
ず
第
九
回
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の

大
賞
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　今
回
、
私
の
第
三
句
集
『
素
描
』
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

句
会
も
対
面
句
会
が
出
来
ず
、
す
べ
て
の
句
会
が
通
信
句

会
と
な
り
、
ま
た
吟
行
会
は
一
度
も
実
現
で
き
な
い
よ
う

な
異
常
な
時
期
で
の
作
品
を
集
め
た
も
の
が
多
く
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
私
の
個
人
的
な
教
会
で
の
奏
楽

や
音
楽
用
語
、
教
会
用
語
を
敢
え
て
使
っ
て
い
る
句
も
多

く
、
反
省
も
あ
る
の
で
す
が
そ
れ
も
わ
た
く
し
の
「
素
描
」

に
違
い
は
な
い
と
思
っ
て
自
分
的
に
は
納
得
し
て
お
り
ま

す
。　前

句
集
の
『
星
狩
』
で
は
平
成
三
十
年
に
第
三
回
千
葉

県
俳
句
大
賞
の
準
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
折
の
透
明
な

椅
子
の
盾
に
「
貴
殿
の
句
集
『
星
狩
』
は
、
斬
新
な
表
現

に
よ
り
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
た
句
集
で
、
千
葉

県
俳
壇
の
誇
り
と
な
る
も
の
で
す
」
と
、
刻
ま
れ
ま
し
た

言
葉
を
大
切
に
そ
の
歩
み
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
今
回

の
盾
に
刻
ん
で
頂
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
ん
な
言
葉
な
の

か
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
作
句
を
、「
遊
牧
」
と
い
う

同
人
誌
の
活
動
を
通
じ
て
活
性
化
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
　
　賞

林
　昭
　太
　郎

　こ
の
度
は
千
葉
県
俳
句
大
賞
と
い
う
大
き
な
賞
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
花
曇
』
は
『
あ

ま
ね
く
』
に
続
く
私
の
第
二
句
集
で
す
。
第
一
句
集
と
同

じ
く
「
モ
ノ
に
語
ら
せ
、
目
に
見
え
る
俳
句
を
」
と
い
う

私
の
作
句
信
条
に
従
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
句
集
は
俳
人
協
会
の
俳
人
協
会
賞
に
応
募
し
て
一

次
予
選
を
通
過
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
あ
る
程
度
の
共

感
は
得
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
、
が
、
大
賞

を
頂
け
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
非
常
に

嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　こ
れ
で
私
の
作
句
信
条
が
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
、
と
意
を
強
く
し
て
を
り
ま
す
。

　た
だ
一
つ
心
配
な
の
は
四
十
年
来
の
持
病
で
あ
る
緑
内

障
が
末
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
て
、
肝
心
な
目
が
見
え
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
し
ば
ら
く
吟
行
に
も

参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
困
り
ま
し
た
。

　こ
う
な
れ
ば
今
の
う
ち
に
見
る
べ
き
も
の
を
見
て
お
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
を
見
た
ら
佳
い
の
か
？
そ
れ
が

判
り
か
ね
ま
す
。
困
り
ま
し
た
。

　た
だ
、
過
去
に
見
た
モ
ノ
の
記
憶
は
沢
山
あ
り
ま
す
の

で
、
暫
く
は
そ
れ
で
し
の
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
い
か
が
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
…
…
。
兎
に
角
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
九
回

第
九
回  

千
葉
県
俳
句
大
賞

千
葉
県
俳
句
大
賞

受
賞
者
の
こ
と
ば

受
賞
者
の
こ
と
ば

奨
　励
　賞

椎
　名
　鳳
　人

　こ
の
度
、
拙
句
集
「
母
情
」
に
対
し
過
分
な
る
奨
励
賞

を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　ご
推
薦
下
さ
い
ま
し
た
各
先
生
方
は
じ
め
関
係
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
の
俳
句
入
門
は
、
職
に
就
い
て
間
も
な
く
災
害
に
遭

遇
し
て
右
手
に
重
度
の
機
能
障
害
が
残
っ
た
こ
と
が
切
っ

掛
け
で
し
た
。
臥
せ
っ
て
い
た
と
き
職
場
の
先
輩
に
俳
句

へ
の
入
門
を
勧
め
ら
れ
、昭
和
四
十
一
年
、俳
句
結
社
「
雲
」

（
佐
々
木
有
風
創
刊
）、
同
四
十
二
年
「
雑
草
」（
佐
藤
雀
仙

人
主
宰
）
の
会
員
と
な
り
、
以
降
、
佐
藤
雀
仙
人
没
（
平

成
九
年
）
後
は
「
雑
草
」
を
継
承
し
た
実
籾

　繁
主
宰
に

師
事
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　句
集
「
母
情
」
は
、
本
年
四
月
に
傘
寿
を
迎
え
、
同
時

に
金
婚
で
あ
る
こ
と
を
機
に
上
梓
し
た
も
の
で
、
半
世
紀

に
わ
た
る
雑
草
誌
掲
載
句
の
中
か
ら
三
百
三
十
一
句
を
選

句
し
登
載
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
俳
句
の
本
道
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
を

念
頭
に
五
七
五
と
い
う
得
体
の
知
れ
な
い
文
学
に
深
入
り

を
試
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
奨
励
賞
は
、
俳
句
を
も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な

り
な
さ
い
、
そ
し
て
俳
句
を
沢
山
書
き
な
さ
い
と
い
う
叱

咤
激
励
の
賞
で
あ
る
と
理
解
し
感
激
一
入
で
あ
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



令和６年２月25日 （8）千葉県俳句作家協会会報第208号

番号 賞 句集名 著者 刊行年月日 刊行出版社 現住所 所属結社

1 大　賞 素描 清水 　　伶 23.9.7 本阿弥書店 市原市 遊　牧

2 琴柱 吉岡　 麻琴 23.5.21 ふらんす堂 千葉市 いには

3 奨励賞 母情 椎名　 鳳人 23.4.4 現代俳句協会 野田市 雑　草

4 大　賞 花曇 林　 昭太郎 23.2.23 ふらんす堂 佐倉市 沖

5 安
ア

止
ト

左
サ

幾
キ

河内　 文雄 23.6.30 ふらんす堂 千葉市 銀　化

6 旅人の木 箕輪 カオル 23.11.27 ふらんす堂 我孫子市 鴫

7 発展途上 金子　 未完 23.10 ひとり出版社 船橋市

8 ひらひらと 歌代　 美遥 23.10.25 文學の森 富里市 玉　藻

第９回 千葉県俳句大賞選考対象句集

俳
句
短
冊
展
『
冬
・
新
年
を
詠
う
』

　
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
、
令
和
五
年
一
月
六
日
～

二
十
一
日
に
か
け
て
青
葉
の
森
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
俳
句

短
冊
展
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
同
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
た
「
み
ん
な
で
能
舞
台
に
触
れ
るw

eek

」
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
た
企
画
で
、
協
会
の
参
加
も
恒
例
と
な
っ
て
い

る
。
俳
句
の
短
冊
は
風
景
写
真
と
と
も
に
展
示
さ
れ
、
期

間
中
多
く
の
来
場
者
が
足
を
留
め
て
鑑
賞
し
た
。以
下
に
、

展
示
さ
れ
た
作
品
を
掲
載
す
る
。

初
明
り
己
が
翼
に
力
溜
め�

能
村
　
研
三

筆
擱
け
ば
寒
拆
の
音
遠
去
か
る�

増
成
　
栗
人

月
光
が
甍
を
滑
る
千
葉
笑�

秋
尾
　
　
敏

記
紀
の
世
も
筑
波
は
か
く
や
冬
の
晴�

北
川
　
昭
久

肉
体
が
宿
る
流
木
寒
夕
焼
け�

石
井
紀
美
子

風
を
待
つ
鳥
あ
り
十
二
月
八
日�

髙
橋
　
健
文

大
地
か
ら
喃
語
の
や
う
に
福
寿
草�

加
藤
　
峰
子

ふ
る
さ
と
の
背
山
は
無
口
蕗
の
薹�

三
浦
　
　
侃

若
桜
い
つ
か
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー�

前
北
か
お
る

と
ん
が
つ
て
ゐ
て
焚
火
に
は
近
寄
ら
ず�

飯
田
　
　
晴

畦
の
榛
ふ
く
ら
雀
の
木
と
な
り
ぬ�

伊
藤
　
素
広

白
鳥
の
空
一
列
に
撓
ひ
け
り�

葛
西
　
茂
美

嬰
の
毛
布
お
日
様
に
見
て
も
ら
ひ
け
り�

鎌
田
　
光
恵

酒
蔵
の
裏
庭
広
し
羽
子
日
和�
清
水
佑
実
子

か
に
か
く
に
時
は
流
れ
て
石
蕗
の
花�
重
城
　
弥
生

冬
蝶
に
や
さ
し
き
猶
予
あ
り
に
け
り�

須
田
真
里
子

地
の
か
た
さ
空
の
青
さ
や
冬
桜�

髙
橋
　
宗
史

会 場 風 景

冬
菜
畑
貨
車
の
汽
笛
の
鳴
り
渡
る�

中
村
　
世
都

寒
林
や
日
の
大
き
く
て
入
る
と
こ
ろ�

染
谷
　
　
卓

し
づ
け
さ
を
調
律
し
た
る
冬
の
月�

稗
田
　
寿
明

景
清
の
面
に
宿
る
冬
の
精�

平
岡
　
育
也

し
ば
ら
く
は
風
花
に
空
あ
づ
け
を
り�

藤
井
　
稜
雨

眉
上
げ
て
下
げ
て
春
愁
と
は
こ
ん
な�

村
上
喜
代
子

寒
々
と
文
机
の
あ
り
直
哉
の
居�

山
岸
　
明
子

熊
鍋
や
と
う
と
う
と
夜
が
降
り
て
く
る�

祐
　
　
森
司

冬
雲
の
芯
の
白
光
旅
始
ま
る�

石
橋
み
ち
こ

は
き
は
き
と
良
き
声
の
来
て
お
年
玉�

す
ず
き
巴
里

句
の
縁
紡
ぐ
寿
福
寺
石
蕗
の
花�

藤
田
　
考
成
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千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

俳
人
協
会
千
葉
県
支
部

　第
二
十
六
回 
秋
季
吟
行
会

　
令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）、
俳
人
協
会
千
葉
県

支
部
・
第
二
十
六
回
秋
季
吟
行
会
が
、
十
一
万
石
の
城
下

町
で
蘭
学
発
祥
の
地
・
佐
倉
で
開
催
さ
れ
た
。
内
海
良
太

幹
事
（
万
象
主
宰
）
が
「
洋
画
家
・
浅
井
忠
と
正
岡
子
規
」

を
講
演
。
佐
倉
出
身
の
浅
井
忠
の
作
品
を
収
蔵
す
る
「
佐

倉
市
立
美
術
館
」
四
階
で
一
〇
四
名
の
参
加
者
を
得
て
賑

わ
っ
た
。

①
歩
く
ほ
ど
遠
く
が
見
え
て
柿
の
秋�

伊
藤
　
素
広

②
城
山
は
風
の
遊
び
場
小
鳥
来
る�

村
田
美
穂
子

③
秋
風
や
迷
へ
ば
地
図
を
逆
さ
ま
に�

中
村
　
か
よ

④
土
塁
い
ま
逍
遙
の
道
柿
日
和�

渡
辺
美
紀
子

⑤
無
造
作
は
円
熟
に
似
て
萩
す
す
き�

滝
口
美
智
子

⑥
棉
吹
く
や
三
間
の
暮
し
の
武
家
屋
敷�

中
村
　
か
よ

⑦
秋
惜
し
む
も
の
の
ふ
の
径
辿
り
て
は�

岡
井
マ
ス
ミ

⑧
城
址
て
ふ
日
溜
り
十
月
桜
咲
く�

原
　
　
瞳
子

⑨
城
跡
の
起
伏
に
沿
へ
ば
秋
の
こ
ゑ�

中
村
　
世
都

⑩
底
ま
で
は
見
せ
ず
水
澄
む
姥
ヶ
池�

大
野
　
崇
文

（
大
野
崇
文
報
）

第
七
十
六
回 

館
山
市
文
化
祭
俳
句
大
会

　
館
山
市
俳
句
連
盟
主
催
の
第
七
十
六
回
館
山
市
文
化
祭

俳
句
大
会
が
、
十
一
月
一
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
期
雑

詠
の
事
前
投
句
九
十
八
名
、
二
九
四
句
の
応
募
作
品
を
冊

子
に
し
て
出
版
し
、
選
者
七
人
の
選
に
よ
り
順
位
を
決
め

表
彰
し
ま
し
た
。
当
日
は
四
十
名
の
出
席
者
に
よ
っ
て
句

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

兼
題
上
位
者
（
選
者
辞
退
）

館
山
市
長
賞

　
め
い
つ
ぱ
い
生
き
て
仮
の
世
遠
花
火�

櫛
引
　
明
江

館
山
市
教
育
長

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
飛
び
出
て
大
き
夏
帽
子�

川
崎
　
一
美

房
日
新
聞
社
賞

　
会
ひ
た
い
と
一
言
書
き
て
星
祭�

川
崎
　
一
美

④
大
夕
焼
伊
八
の
波
へ
朱
を
差
し
ぬ�

山
根
　
徳
一

⑤
余
生
な
ど
人
の
世
の
も
の
蝉
し
ぐ
れ�

古
居
　
芳
恵

⑥
反
戦
の
旗
持
つ
人
に
汗
に
じ
む�

春
藤
か
づ
子

⑦
木
に
梯
子
立
て
掛
け
て
あ
る
良
夜
か
な�

鈴
木
　
滋
子

⑧
来
し
道
に
悔
い
は
無
か
り
し
返
り
花�

市
原
　
勝
靖

⑨
ポ
ケ
ッ
ト
に
半
端
な
一
句
鰯
雲�

佐
藤
　
敏
子

⑩
ふ
る
さ
と
を
恥
じ
た
過
去
あ
り
青
蜜
柑�

安
保
　
成
美

選
者
辞
退
句

②
貝
塚
は
時
の
刻
印
風
白
し�

石
﨑
　
和
夫

③
紅
葉
は
ら
紅
葉
は
ら
ひ
ら
無
言
館�

東
　
　
國
人

④
さ
み
だ
れ
は
男
の
追
慕
真
砂
明
忌�

粕
谷
　
艪
水

【
席
題
　入
賞
者
】

①
蔦
紅
葉
空
家
一
つ
を
飲
み
込
め
り�

佐
藤
　
敏
子

②
口
ほ
ど
に
動
か
ぬ
手
足
暮
の
秋�
田
中
　
信
子

③
倒
れ
て
も
白
菊
な
ほ
も
気
丈
な
る�
佐
久
間
由
子

④
菊
咲
い
て
吾
に
わ
ず
か
な
正
義
感�

安
保
　
成
美

⑤
吊
り
橋
の
声
揺
れ
て
を
り
紅
葉
山�

平
嶋
　
共
代

⑥
菊
の
香
を
連
れ
て
浄
土
に
旅
立
ち
ぬ�

湯
川
　
敬
之

⑦
菊
残
し
鮪
漁
師
の
帰
ら
ざ
る�

笹
生
　
君
雄

⑧
悔
多
き
一
世
戻
ら
ぬ
暮
の
秋�

伊
藤
　
茜
音

⑨
菊
日
和
更
地
と
な
り
し
本
籍
地�

田
沼
美
智
子

⑩
幸
せ
を
ひ
よ
い
と
感
じ
る
菊
日
和�

櫛
引
　
明
江

選
者
辞
退
句

③
晩
学
は
余
生
の
褒
美
菊
薫
る�

滝
口
　
照
影

⑤
千
年
の
法
灯
ほ
の
と
暮
の
秋�

石
﨑
　
和
夫

（
報
告
　
石
﨑
和
夫
）

第
七
十
回
柏
市
文
化
祭
俳
句
大
会

　
柏
市
俳
句
連
盟
・
柏
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
の
文

化
祭
俳
句
大
会
が
十
一
月
四
日
柏
市
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
一
〇
四
名
で
あ
っ
た
。

　
上
位
入
賞
者
（
三
十
位
ま
で
の
う
ち
十
位
ま
で
）
と
そ

の
代
表
句
は
次
の
通
り
。

◆
入
賞
者
代
表
句（
一
位
か
ら
三
位
ま
で
は
連
盟
会
長
賞
）

①
愛
読
書
縛
れ
ば
資
源
文
化
の
日�

原
田
　
香
伯

②
捨
て
が
た
き
夢
を
灯
す
や
帰
り
花�

石
山
　
幸
月

③
い
く
ば
く
の
余
力
あ
り
け
り
捨
案
山
子�

保
坂
　
末
子

④
腕
組
み
も
次
へ
の
一
手
松
手
入�

藤
本
　
明
子

⑤
数
独
の
埋
ま
ら
ぬ
枡
目
虫
の
夜�

金
井
　
照
子

⑥
少
し
開
く
ホ
ス
ピ
ス
の
窓
小
鳥
来
る�

浦
野
　
五
郎
　

⑦
身
に
入
む
や
妻
壊
れ
る
な
こ
は
れ
る
な�

山
村
　
自
游

⑧
縄
文
の
大
地
に
還
る
木
の
実
か
な�

藤
岡
　
貞
夫

⑨
鰯
雲
や
り
た
き
こ
と
と
で
き
る
こ
と�

茶
谷
　
静
子

⑩
秋
晴
や
古
地
図
片
手
に
城
下
町�

西
嶋
久
美
子

（
柏
市
俳
句
連
盟
　
茶
谷
静
子
　
報
）
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「
響
焰
」
創
刊
六
十
五
周
年
記
念
号

　
米
田
規
子
主
宰
の
「
響
焰
」
が
創
刊
六
十
五
周
年
を
迎

え
、
通
巻
六
六
六
号
に
あ
た
る
十
二
月
号
が
記
念
号
と
し

て
発
行
さ
れ
た
。
慶
祝
。
主
宰
に
よ
る
「
65
周
年
を
迎
え

て
」、記
念
祝
賀
会
報
告
記
、会
員
各
位
に
よ
る
「
65
周
年
、

こ
の
一
句
」
の
ほ
か
、
記
念
座
談
会
「
Ａ
Ｉ
時
代
と
俳
句

の
行
方
―
な
ぜ
俳
句
を
作
る
の
か
」
を
収
録
。

⚫

｜
｜ 

結 

社 

賞 

｜
｜
｜
｜⚫

令
和
六
年
沖
・
結
社
賞

第
五
十
二
回
沖
賞
　
頓
所
友
枝

　
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
秋
へ
書
く
手
紙�
友
　
枝

第
五
十
二
回
沖
賞
　
林
昭
太
郎

　
指
置
け
ば
く
も
る
鍵
盤
春
の
雪�

昭
太
郎

第
五
十
二
回
沖
賞
　
能
美
茅
柴

　
由
布
岳
を
真
つ
正
面
に
初
湯
か
な�

茅
　
柴

沖
特
別
賞
　
宮
坂
秋
湖

　
色
変
へ
ぬ
松
の
ご
と
く
に
吾
も
ま
た�

秋
　
湖

第
四
十
六
回
珊
瑚
賞
　
塙
誠
一
郎

　
家
系
図
の
は
じ
め
は
分
家
蝌
蚪
の
紐�

誠
一
郎

第
五
十
二
回
新
人
奨
励
賞
　
坂
井
博

　
登
仙
の
心
地
こ
そ
す
れ
猿
酒�

博

第
五
十
二
回
新
人
奨
励
賞
　
吉
村
さ
よ
子

　
千
古
よ
り
打
ち
返
す
波
鳥
渡
る�

さ
よ
子

（「
沖
」
一
月
号
よ
り
）

令
和
五
年
度
野
火
三
賞

野
火
賞
　
長
谷
部
か
ず
代

　
胸
元
の
真
珠
一
粒
風
薫
る�

か
ず
代

野
火
賞
　
籏
本
春
美

　
足
り
ぬ
色
夕
日
に
貰
ひ
冬
紅
葉�

春
　
美

新
人
賞
　
武
田
ラ
ー
ラ

　
小
康
を
保
ち
て
叔
母
や
蜜
柑
剝
く�

ラ
ー
ラ

新
人
賞
　
福
嶋
千
鶴
子

　
牛
小
屋
の
飼
料
の
タ
ン
ク
秋
高
し�

千
鶴
子

功
労
賞
　
大
田
千
代
子

　
安
達
太
良
の
夕
焼
け
空
や
稲
雀�

千
代
子

青
霧
賞
　
柏
木
は
る
子

　
拍
動
の
一
瞬
ふ
は
り
冬
の
朝�

は
る
子

（
野
火
」
一
月
号
よ
り
）

第
三
回
青
霞
賞

青
霞
賞
　「
寒
紅
」
長
谷
川
陽
子

　
寒
紅
を
さ
す
や
母
似
の
顔
と
な
る�

陽
　
子

（「
初
蝶
」
一
月
号
よ
り
）

●
句
集
『
ひ
ら
ひ
ら
と
』
歌
代
美
遥
著

　
著
者
は
、「
童
子
」
を
経
て
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
篠
」「
玉

藻
」
に
入
会
し
同
人
。
二
〇
二
二
年
に
は
、第
一
句
集
『
月

の
梯
子
』
を
上
梓
し
て
い
て
、本
書
が
第
二
句
集
と
な
る
。

行
動
力
旺
盛
な
作
者
で
、旅
吟
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
俳
句
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
幅
広
い
視
野
を
持
っ

て
生
み
出
し
た
意
欲
作
が
魅
力
的
。

　
駅
弁
の
箸
折
れ
や
す
く
花
菜
漬

　
夏
初
め
神
話
の
国
の
潮
け
ぶ
り

　
琉
金
の
鰭
い
ち
に
ち
を
ひ
ら
ひ
ら
と

　
仮
面
つ
け
仮
面
売
り
た
る
秋
祭

（
令
和
五
年
十
月
発
行
・
文
學
の
森
）

寒
月
に
響
く
遠
笛
何
処
よ
り�

宮
内
　
秀
子

動
か
ね
ば
埋
も
れ
さ
う
な
る
木
の
葉
雨�

岡
井
マ
ス
ミ

冬
瓜
に
僧
の
静
け
さ
あ
り
に
け
り�

岡
澤
　
田
鶴

梅
東
風
や
母
は
傘
寿
に
戸
惑
へ
り�

橘
内
　
訓
子

大
空
に
燃
え
上
が
り
た
る
櫨
紅
葉�

久
保
木
　
徳

今
日
の
日
を
大
事
に
生
き
て
寒
椿�

宇
山
　
美
代

基
金
御
礼
（
令
和
五
年
一
〇
月
二
五
日
以
降
）

　
野
口
　
養
子
　
　
増
成
　
栗
人
　
　
北
川
　
昭
久

　
藤
井
　
稜
雨
　
　
秋
尾
　
　
敏

（
令
和
六
年
一
月
三
〇
日
現
在
：
二
七
口
、
五
万
四
千
円
）

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

運
営
基
金
の
お
願
い

　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

運
営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　◇
一
口

　
　二
千
円

　◇
送
付
先

　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

　
　郵
便
振
替 

〇
〇
一
四
〇

−

〇

−

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
に

記
し
領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
入
会
員
一
句

会
員
著
書
紹
介
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あ
び
こ
（
三
六
九
号
）

　
誰
か
来
る
野
の
夕
焼
け
の
向
か
う
よ
り�

染
谷
　
　
卓

い
に
は
（
一
月
号
）

　
鮫
色
の
布
良
の
内
海
冬
初
め�

村
上
喜
代
子

沖
（
一
月
号
）

　
霜
降
や
積
み
た
る
薪
の
芯
赤
し�

能
村
　
研
三

音
信
（
一
月
号
）

　
枯
野
道
曲
り
て
枯
野
の
中
に
入
る�

白
鳥
紅
星
子

響
焰
（
二
月
号
）

　
自
由
と
は
て
く
て
く
て
く
と
冬
青
空�
米
田
　
規
子

草
の
実
（
十
二
月
号
）

　
如
何
に
せ
む
生
老
病
死
鵙
の
声�

逸
見
　
真
三

鴻
（
一
月
号
）

　
藪
柑
子
吾
が
晩
年
の
色
に
か
な�

増
成
　
栗
人

好
日
（
二
月
号
）

　
欠
伸
す
る
た
び
梟
が
こ
ち
ら
向
く�

髙
橋
　
健
文

鴫
（
一
月
号
）

　
敗
荷
に
音
の
始
ま
る
乾
き
か
な�

加
藤
　
峰
子

軸
（
一
月
号
）

　
黄
落
の
指
に
崩
れ
る
塩
に
ぎ
り�

秋
尾
　
　
敏

獺
祭
（
一
月
号
）

　
年
迎
ふ
こ
よ
な
く
晴
れ
し
窓
を
開
け�

本
田
　
攝
子

野
火
（
一
月
号
）

　
筑
波
嶺
の
雨
に
朝
か
ら
蓮
根
掘
る�

菅
野
　
孝
夫

初
蝶
（
二
月
号
）

　
水
鳥
や
寄
る
で
な
く
離
る
る
で
な
く�

中
山
　
和
子

万
象
（
一
月
号
）

　
能
登
し
ぐ
れ
地
の
つ
や
つ
や
と
純
子
句
碑�

江
見
　
悦
子

ペ
ガ
サ
ス
（
十
八
号
）

　
秋
桜
コ
ス
モ
ス
ど
の
神
に
祈
る
べ
き�

羽
村
美
和
子

百
鳥
（
一
月
号
）

　
初
鴨
に
手
を
振
り
子
等
の
走
り
寄
る�

大
串
　
　
章

ろ
ん
ど
（
一
月
号
）

　
鮟
鱇
の
パ
ズ
ル
の
如
き
具
材
か
な�

す
ず
き
巴
里

◆
第
四
回
理
事
会
　（
出
席
者
28
名
）

日
時
　
令
和
５
年
12
月
16
日
（
土
）

会
場
　
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
　
四
階
　
槙
２

議
事
　
１
　�

令
和
５
年
度
第
65
回
千
葉
県
俳
句
大
会
報
告

等
に
つ
い
て

　
　
　
２
　�

令
和
５
年
度
流
山
市
内
秋
季
吟
行
会
報
告
に

つ
い
て

　
　
　
３
　
令
和
５
年
度
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　
４
　
第
９
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
に
つ
い
て

　
　
　
５
　「
第
38
回
協
会
賞
」
に
つ
い
て

　
　
　
６
　
令
和
６
年
度
新
緑
交
流
会
に
つ
い
て
　

　
　
　
７
　�『
み
ん
な
で
能
舞
台
に
触
れ
る
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』

の
俳
句
短
冊
の
展
示
に
つ
い
て

　
　
　
８
　
千
葉
県
民
文
化
祭
の
短
冊
展
示
に
つ
い
て

　
　
　
９
　
会
報
「
真
木
」
二
〇
八
号
に
つ
い
て

　
　
　
10
　
そ
の
他
　
事
務
局
報
告

会
員
異
動

　新
会
員

　
宮
内
　
秀
子
（
香
取
市
）　
岡
井
マ
ス
ミ（
大
網
白
里
市
）

　
岡
澤
　
田
鶴
（
稲
敷
市
）　
橘
内
　
訓
子
（
板
橋
区
）

　
久
保
木
　
徳
（
香
取
市
）　
宇
山
　
美
代
（
君
津
市
）

　謹
　訃

　
須
藤
　
嘉
紀
　
様

　
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
年
度
の
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
一
日
に

納
入
状
況
の
お
知
ら
せ
と
払
込
み
票
を
郵
送
致
し
ま
す
。

�

（
前
北
か
お
る
）

事
務
局
日
誌

編
集
後
記

受
贈
誌
よ
り

★
年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
年
会
費
（
三
千
円
）
は
前
納
で
す
。
協
会
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
お
早
め
の
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
会
費
送
付
先
　
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
一
五
〇
―
六
―
三
五
二
三
四
四

★
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

　「
真
木
」
に
掲
載
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
お
申
込

み
お
問
合
せ
は
左
記
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

〒
二
七
六-

〇
〇
四
二

　八
千
代
市
ゆ
り
の
き
台
三-

四
エ
ル
プ
レ
シ
ア
一
一
〇
一

　千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
・
広
報
部
前
北
か
お
る

　電
話

　〇
九
〇
―
四
三
六
三
―
三
五
〇
一
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koh

心
を
満
た
す
俳
句

歩

い

て

俳

句

「鴻」俳句会

主宰　増成栗人
師系　角川源義　吉田鴻司

発
行
所

◆
誌
代
／
年
間 

一
二
、〇
〇
〇
円

松
戸
市
三
矢
小
台
二-

四-

一
六 

谷
口
方

電

　
話 

〇
四
七-

三
六
三-

四
五
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七-

三
六
六-

五
一
一
〇

〒271
-0087

創
刊 

鳥

居

三

朗

師
系 

今
井
杏
太
郎

主
宰 

飯
田

　
晴

雲
発
行
所

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
・
四
八
七
・
七
一
二
七

八
千
代
市
勝
田
台
一-

七-

一

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ-

一
〇
〇
五

〒
276-
0023

鴫 俳 句 会

代表　加藤　峰子
創刊　田中午次郎
再刊　伊藤　白潮

〒260-0852
千葉市中央区青葉町 1274-14
　　　　　　　　　　 加藤方
電話・FAX  043-225-7115

月刊俳誌

〔
お
き
〕

月刊俳誌

俳句ルネッサンス

主　　宰　能村　研三

創刊５０周年

軸 俳 句 会

主宰　秋尾　敏

８４円切手３枚で見本誌贈呈

〒278-0005
野田市宮崎９５-４
電話  ０４-７１２２-３９２１
Fax  ０５０-５５５２-９１１０

新会員募集中

誌　代　１年／１５,６００円
半年／７,８００円

見本誌　１冊 ８００円

沖 発 行 所
〒２７２-００２１ 市川市八幡６-１６-１９

ＴＥＬ　０４７-３３４-４９７５
ＦＡＸ　０４７-３３３-３０５１
振 替 ００１７０-６-１６１５５２

月
刊
自
然
と
人
間
の
一
体
化
を
目
指
す

創

　
　
刊

　
阿
部
筲
人

主

　
　
宰

　
髙
橋
健
文

誌
代

　
一
年

　

 

一
二
〇
〇
〇
円（
送
料
共
）

電
話

　
〇
四
七-

七
一
三-

六
四
九
五

振
替

　
〇
〇
二
五
〇-

一-

一
四
一
二
七
八

好

日

俳

句

会

千
葉
県
松
戸
市
中
金
杉
二
ノ
七
八

〒
270-
0007

現
代
俳
句
同
人
誌

名
誉
代
表

　
塩
野
谷

　
仁

代
表

　
清
水

　
　
怜

誌
代

　
一
年

　
六
、〇
〇
〇
円
（
送
料
共
）

遊
牧
俳
句
会

電
話

　
〇
四
三
六-

七
四-

五
三
四
四

振
替

　
〇
〇
二
八
〇-

五-

一
〇
〇
〇
二
七

一度きりの今を楽しむ

－いには俳句会－

ＨＰ検索：いには俳句会

主宰　村上喜代子

新会員歓迎・添削指導します。

誌代１年 12,000円（月刊）
　　半年   6,000円 見本誌 500円

〒276-0036
千葉県八千代市高津３９０-２１１
電話　０４７-４５８-１９１９
Fax　０４７-４５８-１８９５
振替　００２８０-９-１３１４６９

俳
誌

　あ
び
こ

　
　
主
宰

　
染
谷

　
　
卓

誌
代
（
隔
月
刊
）

　
　

 

一
年

　
四
〇
〇
〇
円

郵
振
替 

〇
〇
一
〇
〇－

四－

一
八
九
〇
七
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四－

七
一
八
二－

四
四
四
一

我
孫
子
市
下
ヶ
戸
二
八
五

あ
び
こ
俳
句
同
好
会

〒
270-

1138

http://shigi-haikukai.com/

（しぎ）

誌代１年　12,000円
（見本誌　500円）

市
原
市
辰
巳
台
東
五-

三-

一
六

　
大
西
方

〒
290-

0003

隔
月
刊


